
開催日時：令和８年１１月１２日(木) １４時～１６時

開催場所：和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス 図書館棟３階研修室

本学 医学部 救急・集中治療医学講座 井上 茂亮 教授

いのうえ しげあき

■ 電 話 ０７３－４４１－０７８９

■ メール ➀ 以下のURLのページ下部にある申し込み用紙のデータを

ダウンロードして必要事項を入力してください。

② 必要事項を入力した申し込み用紙のデータを添付して、

以下のメールアドレス宛てに送付してください。

https://www.wakayama-med.ac.jp/shisetsu/life/index.html                              

life@wakayama-med.ac.jp

■ FAX ０７３－４４１－０７13

「ストレスと痛み」

申込み方法 令和８年９月２４日(木)までに以下のいずれかの方法で
お申し込みください。先着３０名。

第７回
最新の医学・医療カンファランス

市民講座

問合せ先 和歌山県立医科大学 生涯研修センター （電話）073－441－0789

本講座は、一般の方に最新の医学・医療情報等を提供し、
教養を深め、健康や治療に役立てていただくことを大きな
目的として開催しています。医学・医療に関する専門的知
識は必要ないので、興味のある方は、ご覧ください！

「和歌山県における災害医療対策」
近年、地震や豪雨、台風などの大規模災害が全国各地で発生しており、和歌山県でも南海トラフ巨大地震への
備えが重要な課題となっています。災害時には、多くの負傷者が発生するだけでなく、医療機関や道路などの
社会基盤も大きな被害を受ける可能性があります。そのような状況の中で、一人でも多くの命を救うためには、
平時からの備えと地域全体での連携が欠かせません。本講演では、和歌山県における災害医療体制について、
災害拠点病院やDMAT（災害派遣医療チーム）、ドクターヘリの役割をわかりやすく紹介するとともに、実際の
災害対応事例を交えながら、医療現場でどのような活動が行われるのかをお話しします。また、県民の皆様が
日頃からできる防災対策や、災害時に命を守るための行動についても解説し、「自分や家族の命を守るために
今できること」を一緒に考える機会としたいと思います。

痛みは誰もが経験し、日常の診察において非常に多く遭遇する訴えとされています。この痛みの強さは不安や
恐怖などの情動、注意、予期といった様々な因子により大きく変化します。急性の心理的ストレスは鎮痛作用
を引き起こし、「運動競技中や戦争中に被った損傷は、受傷直後、大きな損傷でも比較的痛みを感じない。」と
いうことがよく知られています。ところが、慢性の心理的ストレスの患者さんでは皮膚の痛みの閾値が低下し
ており、慢性の心理的ストレスは痛みを強める作用があると考えられています。このような心理的ストレスに
よる痛みの変化は、痛みの情報伝達をコントロールする中枢神経系の活動が関与しています。このような現象
が生じるメカニズムについて分かりやすくお話しします。 いんべ ひろき

本学 医学部 生理学第一講座 井辺 弘樹 講師


